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兵高教第35回定期大会開催 
= ともに創ろう！すべての子どもたちと教職員が輝く学校を= 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面 

◇ 2022 年度教育予算の概算要求に

関する文科省要請    他 

６
月
26
日(

土)

、
神
戸
市
教
育
会
館
に
お
い
て
兵
高
教
第
35
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
も
昨
年

に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
大
会
の
規
模
・
日
程
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
こ

と
と
し
、
兵
高
教
の
今
年
度
の
運
動
方
針
と
、
具
体
的
な
と
り
く
み
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
定
し
ま
し
た
。 

 

開
会
宣
言
、
議
長
・
議
運
の
選
出
に
続
い
て
、
主
催
者

を
代
表
し
て
西
村
恭
介
執
行
委
員
長
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
未
だ
見
通
せ
な
い
中
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
日
々
奮
闘
し

て
い
る
組
合
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
上
で
、「
近

年
の
反
知
性
主
義
の
台
頭
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
し
政

府
が
非
科
学
的
対
応
を
く
り
返
し
、
多
く
の
人
び
と
の
命

を
危
険
に
さ
ら
す
結
果
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
私
利
私

欲
の
た
め
に
権
力
に
群
が
る
一
握
り
の
者
た
ち
の
利
益
の

た
め
に
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
ど
顧
み
ず
、
専
門
家

の
知
見
も
無
視
す
る
政
権
の
高
慢
か
つ
愚
か
な
姿
に
、
大

多
数
の
国
民
は
激
し
い
怒
り
を
お
ぼ
え
、
絶
望
す
ら
感
じ

て
い
る
。
安
保
関
連
法
制
や
い
わ
ゆ
る
『
共
謀
罪
』
法
の

強
行
採
決
、
日
本
学
術
会
議
問
題
等
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
人
び
と
は
『
自
分
の
生

活
に
は
関
係
な
い
』
と
考
え
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
安
倍
・
菅
政
権
の
驕
り
と

暴
走
を
許
し
て
き
た
こ
と
で
、
つ
い
に
自

分
た
ち
の
生
活
が
破
壊
さ
れ
、
生
命
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
政
治

へ
の
無
関
心
が
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
、

今
一
度
強
く
訴
え
た
い
」「
私
た
ち
教
職

員
は
、
知
性
と
理
性
を
武
器
に
こ
の
厳
し

い
現
状
に
対
峙
し
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る

責
任
が
あ
る
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の

人
権
が
守
ら
れ
、
安
心
し
て
学
べ
る
民
主

的
な
学
校
づ
く
り
と
教
職
員
が
い
き
い

き
と
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場
づ
く
り

に
向
け
、
さ
ら
に
運
動
を
強
化
し
て
い
こ

う
。
本
日
は
、
代
議
員
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
建
設
的
か
つ
活
発
な
議
論
を
期
待
し

て
い
る
。
兵
高
教
運
動
の
さ
ら
な
る
強

化
・
前
進
の
た
め
、
と
も
に
が
ん
ば
ろ
う
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
２
０
２
０
年
度
諸
会
計
の
報

告
お
よ
び
会
計
監
査
報
告
、
選
挙
管
理
委

員
の
決
定
等
が
報
告
・
承
認
さ
れ
、
続
け

て
岩
本
書
記
長
よ
り
第
１
号
議
案｢

２
０

２
０
年
度
と
り
く
み
の
経
過
と
２
０
２
１

年
度
運
動
方
針(

案)｣

が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
代
議
員
か
ら
は
、「
７
時
限
目
の
設
定
が
増
え
て
い
る

が
、
こ
れ
に
代
わ
る
方
策
は
な
い
か
」「
教
員
免
許
更
新
制

度
の
廃
止
を
」「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
専
免
・
特
休
の
制

度
が
整
備
さ
れ
た
が
、
高
齢
家
族
を
抱
え
て
い
る
場
合
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
付
き
添
い
が
い
る
。
そ
の
対
応
策
が
必

要
で
は
な
い
か
」「
現
場
の
声
を
反
映
し
て
い
な
い
施
策
が

次
々
進
め
ら
れ
、
多
忙
化
に
拍
車
が
か
か
り
、
対
応
し
き

れ
な
い
。
み
ん
な
が
も
っ
と
声
を
あ
げ
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」「
ひ
と
り
１
台
の
情
報

機
器
端
末
導
入
は
、
公
費
で
負
担
す
る
べ
き
」
等
の
問
題

提
起
や
意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
諸
会
計
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 
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メッセージ 
 
兵庫高等学校教職員組合第 35回定期大会が、新型コロナウイルス感染症の影響で、参加態勢な

どに制約がかかるなか開催されることに、役員並びに組合員の皆さまに心から敬意を表します。 

緊急事態宣言は、７月 11日まで延長された沖縄を除く９都道府県が解除されました。現在、７

月 11日までのまん延防止等重点措置が、兵庫をはじめ、京都・大阪・愛知・福岡・東京・北海道・

神奈川・千葉・埼玉の都道府県に発令されています。一部で宣言・措置が解除されたものの、感

染拡大は予断を許さない厳しい状況が続いており、インド型や複数の型が融合した変異株ウイル

スの感染が全国に拡散するなど、新たな脅威も現れています。厚労省は、新たに二つのワクチン

を承認し、その一つについて、対象年齢を「12 歳以上」に引き下げることを了承しました。大学

などの教育現場も含めて、職域や職場での接種が奨励・推進されるなど、今後、16 歳以上はもと

より 12歳から 15歳への接種の拡大や接種の有無による差別的な言動などが懸念されます。 

学校では、引き続き学びの機会が制限され、子どもたちは大変な我慢を強いられたり、不安や

心身のストレスを抱えたりしています。組合員はそうした子どもたちに寄り添うとともに、「３密」

回避や消毒作業など安心・安全な環境の維持に努められ、教育課程や行事の変更、就職・進学へ

の対応など例年以上に尽力されていることに敬意を表します。 

日教組は、義務標準法の 40年ぶりの改正により、今年度から順次展開される小学校の 35 人学

級の完全実施と中学校・高校も見据えたさらなる少人数学級の進展をはじめ、今国会で成立した

公務員の定年引上げに関わる課題も含めて、抜本的な教職員定数改善などを引き続き強く求めて

いきます。職場においては、勤務時間管理の徹底と上限方針の遵守、それが可能となる業務削減

を求め、学校の働き方改革を実現していきましょう。 

「安倍政治」の継承を掲げて菅内閣が発足してから９ヵ月が経過しましたが、不支持率が支持

率を逆転する世論調査も出ています。今こそ、政治への関心を高め、教育と医療、平和・人権・

環境・共生、そして私たちのいのちと生活を守るために、積極的に政治に参画していくことを多

くの仲間に訴えていきましょう。今年は、総選挙の年です。４月の北海道、長野、広島の３つの

選挙に勝利した勢いを総選挙につなげていきましょう。そして、昨年 11 月の日教組第 163 回中

央委員会で推薦を決定した「古賀ちかげ」比例代表予定候補が挑戦する次期参議院選挙は来年７

月です。「古賀ちかげ」に対する組合員の皆さまの絶大なるご支持をお願いいたします。 

結びに、引き続きの日教組への結集をお願いするとともに、「教え子を再び戦場に送るな」の誓

いのもと、憲法改悪を許さず、広範な市民と連帯し、平和な社会を実現していくために奮闘して

いくことを申し上げ、中央執行委員会を代表しての連帯のメッセージといたします。ともにがん

ばりましょう。 

2021 年６月 26 日     

日本教職員組合      

中央執行委員長 清水秀行 

兵
高
教
で
は
一
昨
年
「
女
性
参
画
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

執行委員長あいさつ 

女
性
や
青
年
層
の
組
合
員
の
機

関
会
議
等
へ
の
積
極
的
参
加
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
会
代

議
員
の
女
性
参
画
率
は

40
％
で

し
た
。
今
後
も
女
性
参
画
の
推
進

お
よ
び
兵
高
教
運
動
の
次
世
代

へ
の
継
承
に
つ
い
て
、
支
部
・
分

会
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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日
教
組
よ
り
瀧
本
書
記
長
・
南
部
労
働
局
次
長
・
大
塚
洋
子
労

働
局
書
記
の
３
人
が
要
請
を
行
い
、
文
科
省
側
は
、
蝦
名
喜
之
大

臣
官
房
審
議
官
（
初
等
中
等
教
育
局
担
当
）
他
初
等
中
等
教
育
局

各
課
の
専
門
官
・
係
長
な
ど
６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
主
な
要
請

内
容
と
回
答
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

【
主
な
要
請
内
容
】 

○
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制
へ
の
教
員
配
置
増
を
含
め
、
子

ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
に
む
け
教
職
員
定
数
改
善

計
画
を
策
定
し
て
、
以
下
の
教
職
員
定
数
改
善
を
行
う
こ
と
。 

①
小
学
校
３
年
生
の

35
人
学
級
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
加
配
教

員
の
付
け
替
え
を
行
う
こ
と
な
く
、
必
要
な
教
員
数
を
配
置
す

る
こ
と
。 

②
小
学
校
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
た
め
の
教
員
配
置
改
善
を

行
う
こ
と
。 

③
学
校
現
場
に
お
け
る
働
き
方
改
革
等
に
む
け
、
必
要
な
予
算
を

確
保
す
る
こ
と
。 

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

学
習
指
導
員
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
部
活
動

指
導
員
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、
学
校
司
書
、
特
別
支
援
教
育
支
援

員
、
看
護
師
、
介
護
職
員
な
ど
の
配
置
拡
充
・
処
遇
改
善
を
行

う
こ
と
。 

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
、
保
守
・
機
器
更
新
費
、
光
熱
費
な
ど
の
予

算
措
置
を
は
か
る
こ
と
。
同
時
に
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

自
治
体
単
位
で
情
報
ア
ク
セ
ス
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、

「
一
人
１
台
端
末
」
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
高
校
生
を
対
象

と
し
た
上
で
早
期
に
配
備
す
る
こ
と
。 

 

【
主
な
回
答
（
蝦
名
大
臣
官
房
審
議
官
）】 

①
教
職
員
定
数
に
つ
い
て 

先
般
法
改
正
し
、小
学
校
の

40
人
学
級
を

35
人
へ
の
引
き
下

げ
を
５
年
間
か
け
て
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
自
治
体
独
自
の
少

人
数
学
級
を
実
施
す
る
た
め
に
加
配
と
し
て
措
置
し
て
い
る
も

の
、
改
善
数
の
一
部
を
含
め
た
合
理
化
減
な
ど
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
国
会
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
個
々

の
教
育
課
題
に
応
じ
た
加
配
定
数
を
含
め
て
必
要
な
教
職
員
定

数
を
確
保
し
た
い
。 

②
小
学
校
高
学
年
の
教
科
担
任
制
に
つ
い
て 

中
教
審
で
の
こ
れ
ま
で
の
審
議
状
況
を
ふ
ま
え
、
文
科
省
で
有

識
者
に
よ
る
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
審
議
を
す
す
め
て
い
る
。 

日
教
組
は
６
月
３
日

11
時
よ
り
、
文
科
省
に
対
し
て
２
０
２
２
年
度
教
育
予
算
の
概
算
要
求
に
関
す
る
要
請
を

行
い
ま
し
た
。 
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③
学
校
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て 

１
人
あ
た
り
の
授
業
持
ち
時
間
数
は
、
各
学
校
の
教
員
配
置
の

状
況
や
担
当
す
る
教
科
な
ど
に
よ
っ
て
相
当
異
な
る
。
こ
う
し

た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
一
律
の
条
件
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、

各
教
育
委
員
会
や
各
学
校
に
お
い
て
距
離
感
が
生
じ
な
い
よ
う

配
慮
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
対
応
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
勤
務
実
態
調
査
を
行
っ
て
、
給

特
法
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
な
ど
も
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
大
変
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
学
校
の
働
き
方

改
革
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
す
す
め
て
行
き
た
い
。 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
第
３
期

教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
も
配
置
時
間
の
充
実
な
ど
学
校

に
お
け
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
相
応
し
い
配
置
・
条
件
の
実

現
を
め
ざ
す
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
Ｓ
Ｃ
は
全
小
中

学
校
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
全
中
学
校
区
へ
の
配
置
に
加
え
、
引
き
続
き
、

配
置
時
間
の
充
実
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

学
習
指
導
員
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
部
活
動

指
導
員
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
自
治
体
か
ら
の
要
望
な
ど
を

聞
き
取
り
な
が
ら
学
校
現
場
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
む
け
て

と
り
く
ん
で
い
き
た
い
。
特
に
、
昨
年
度
の
補
正
予
算
で
か
な

り
大
幅
な
拡
充
を
は
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
現
場

の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
し
っ
か
り
し
た
対
応

を
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
つ
い
て
も
、
地

方
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
文
科
省
と
し
て
も
各
自

治
体
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
配
置
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
促
し

て
い
き
た
い
。 

学
校
司
書
に
つ
い
て
、
２
０
１
４
年
の
学
校
図
書
館
法
の
改
正

に
と
も
な
っ
て
、
学
校
司
書
を
置
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
学
校
司
書

を
配
置
す
る
学
校
が
近
年
増
加
し
て
い
る
。
２
０
１
２
年
度
か

ら
、
学
校
司
書
の
配
置
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
地
方
財
政

措
置
を
講
じ
て
お
り
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
、
５
か
年
を
策

定
し
地
方
財
政
措
置
の
拡
充
を
行
っ
た
。
今
後
も
地
方
公
共
団

体
へ
の
働
き
か
け
配
置
拡
充
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

特
別
支
援
教
育
関
係
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て
は
、

地
方
財
政
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
配
置
へ
の
実
績
を
ふ
ま
え
て

毎
年
度
、
拡
充
を
し
て
い
る
。
本
年
度
も
昨
年
に
比
べ
増
員
で

の
地
財
措
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
看
護
師
の
配
置
に
つ
い
て
も
、

年
々
配
置
の
要
望
が
強
く
、
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き

特
別
支
援
教
育
支
援
員
な
ど
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
適
切
な

支
援
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
国
会
で
は
、

議
員
立
法
で
「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援

に
関
す
る
法
律
案
」
が
議
論
さ
れ
る
の
で
、
引
き
続
き
考
え
て

い
く
。 

最
後
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
整
備
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
費
、
保
守
・
機
器
更
新
費
、
光
熱
費
な
ど
の
予
算
措
置

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
現
在
、
設
置
者
負
担
の
原
則
に
も
と
づ

き
、
公
立
学
校
の
光
熱
費
と
い
っ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
同

様
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
等
に
つ
い
て
標
準
的
な
経
費
と
し
て

地
方
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の

更
新
な
ど
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
関
係
省
庁
や
自
治
体
な

ど
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
高
校
生
の

「
一
人
１
台
端
末
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
財
源
を
活
用
し
て

端
末
整
備
を
す
す
め
て
い
る
事
例
や
、
個
人
の
端
末
を
Ｂ
Ｙ
Ｏ

Ｄ
で
学
校
に
持
ち
込
ん
で
い
る
な
ど
の
実
態
が
あ
る
。
文
科
省

と
し
て
は
、
自
治
体
な
ど
学
校
設
置
者
の
と
り
く
み
を
支
援
す

る
観
点
か
ら
補
正
予
算
に
お
い
て
は
低
所
得
世
帯
の
高
校
生
の

貸
与
な
ど
を
目
的
と
し
て
設
置
者
が
行
う
端
末
整
備
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
最
低
限
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
行
い
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
は
、
地
方
と
の
協
力
の

う
え
で
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。
義
務
教
育
で
一

人
１
台
端
末
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
高
校
に
進
学
し
た

後
も
同
様
の
条
件
で
学
べ
る
環
境
整
備
に
む
け
て
引
き
続
き
と

り
く
ん
で
い
き
た
い
。 

２０２１年度 第１回全県分会代表者会議 
と き：７月 17 日（土）13:30～15:30 
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